
 １　農家人口の推移（販売農家）（平成７～27年）

構成割合 構成割合

千人 ％ 千人 ％ 千人

　　　平成７年 6,158 51.2 5,880 48.8 12,037

12 5,338 51.0 5,129 49.0 10,467

17 4,255 50.8 4,116 49.2 8,370

22 3,294 50.7 3,209 49.3 6,503

2,449 50.2 2,431 49.8 4,880

(▲60.2) (▲58.7)

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」

注：１　販売農家とは、経営耕地面積が30a以上又は調査期日前１年間における農産物販売金額が50万円
　 　 以上の農家をいう。
　　２　平成27年の（ )値は平成７年値に対する減少率。

区 分 女 男 計

27

農家人口の推移（販売農家）

平成７～27年の販売農家人口は、各年とも女性の数が男性の数を上回っているが、男
女共に年々減少しており、平成27年の販売農家人口は、女性2,449千人（▲60.2％）、男
性2,431千人（▲58.7％）で、平成７年に比べ半数以下となっている。

Ⅰ 日本の農業構造と女性
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 ５　常雇い人数の推移（農業経営体）（平成22～27年）

構成割合 構成割合 構成割合

人 ％ 人 ％ 人 ％

平成22年 78,907 51.4 74,672 48.6 153,579 100.0

 23 88,800 50.0 88,700 50.0 177,500 100.0

 24 96,200 50.6 94,100 49.4 190,300 100.0

 25 101,700 51.7 95,000 48.3 196,700 100.0

 26 99,300 50.9 95,900 49.1 195,200 100.0

 27 107,528 48.8 112,624 51.2 220,152 100.0

資料：農林水産省統計部「農林業センサス」（平成22年、27年）、「農業構造動態調査」（平成23年～26年）

区 分 女 男 計

農業経営体の常雇いは、男女共に年々増加する傾向にあり、平成22年に比べ約４割増
加し、平成27年は、女性108千人、男性113千人となっている。

５ 雇 用 労 働

常雇い（農業経営体）

Ⅰ 日本の農業構造と女性
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の期間を定めて雇った人（期間を定めずに雇った人を含む。）のことをいう。

(51.4）

(50.9）(50.6）

(49.1）

(48.8）

(48.6）
(49.4）

(51.2）
(50.0）

(50.0）

196.7

(51.7）

(48.3）

－ 11 －



６－(1)　就農形態別新規就農者数の推移（平成22～27年）

うち49歳
以下

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

平成22年 11,020 43,540 54,570 17,970 8,480 36,320 44,800 2,360 5,670 8,040 180 1,550 1,730

  23 11,810 46,320 58,120 18,600 8,670 38,430 47,100 2,900 6,030 8,920 240 1,860 2,100

  24 12,020 44,470 56,480 19,280 8,840 36,140 44,980 2,870 5,630 8,490 310 2,700 3,010

  25 11,580 39,220 50,810 17,940 8,670 31,700 40,370 2,580 4,970 7,540 330 2,560 2,900

  26 14,720 42,920 57,650 21,860 11,470 34,880 46,340 2,630 5,020 7,650 630 3,030 3,660

  27 15,840 49,190 65,030 23,030 12,030 38,990 51,020 3,120 7,300 10,430 680 2,890 3,570

構成比(％)

平成22年 100.0 100.0 100.0 77.0 83.4 82.1 21.4 13.0 14.7 1.6 3.6 3.2

  23 100.0 100.0 100.0 73.4 83.0 81.0 24.6 13.0 15.3 2.0 4.0 3.6

  24 100.0 100.0 100.0 73.5 81.3 79.6 23.9 12.7 15.0 2.6 6.1 5.3

  25 100.0 100.0 100.0 74.9 80.8 79.5 22.3 12.7 14.8 2.8 6.5 5.7

  26 100.0 100.0 100.0 77.9 81.3 80.4 17.9 11.7 13.3 4.3 7.1 6.3

  27 100.0 100.0 100.0 75.9 79.3 78.5 19.7 14.8 16.0 4.3 5.9 5.5
資料：農林水産省統計部「新規就農者調査」　　

注：１　統計表の数値については、集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しないことがある。

　　２　割合の計が100％とならないのは、四捨五入によるものである。

　　３　平成22年値の新規参入者については、東日本大震災の影響で調査不能となった岩手県、宮城県及び福島県の全域並びに

　　　青森県の一部地域を除いて集計している。

　　４　平成23～26年値については、東日本大震災の影響で調査不能となった福島県の一部地域を除いて集計している。

　　５　平成27年値の新規自営農業就農者及び新規雇用就農者については、本調査の母集団としている2015年農林業センサスに

　　　おいて、東日本大震災の影響で福島県の一部地域の調査を実施できなかったため、当該地域は含まれていない。

　　６　平成27年値の新規参入者については、熊本地震の影響で調査票の回収が不能となった熊本県の４農業委員会（市区町村）

　　　を除いて集計している。
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就農形態別新規就農者数の推移

(１) 就農形態別新規就農者数

平成27年の新規就農者は６万5,030人で22年以降最も多くなっており、49歳以下の新規就農者

は調査開始以来最多の２万３千人となっている。就農形態別にみると、新規自営農業就農者は

５万1,020人、新規雇用就農者は１万430人、新規参入者は3,570人となっており、構成割合をみ

ると、女性では26年に比べ新規雇用就農者の割合が増加している。

６ 新 規 就 農 者

Ⅰ 日本の農業構造と女性

新規自営農業就農者とは、家族経営体の世帯員で、調査期日前１年間の生活の主な状態が、「学生」から「自営農業への従事が主」になった

者及び「他に雇われて勤務が主」から「自営農業への従事が主」になった者をいう。

新規雇用就農者とは、調査期日前１年間に新たに法人等に常雇（年間７か月以上）として雇用されることにより、農業に従事することとなっ

た者をいう。（外国人研修生及び外国人技能実習生並びに雇用される直前の就業状態が農業従事者であった場合を除く。）

新規参入者とは、調査期日前１年間に土地や資金を独自に調達（相続・贈与等により親の農地を譲り受けた場合を除く。）し、新たに農業経

営を開始した経営の責任者及び共同経営者をいう。（共同経営者は平成26年調査より追加。）
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６－(2)　就農形態別新規就農者数の推移（平成22年、27年）

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

千人 ％ 千人 ％ 千人 ％ 千人 ％ 千人 ％ 千人 ％

11,020 100.0 43,540 100.0 54,570 100.0 15,840 100.0 49,190 100.0 65,030 100.0
(20.2) (79.8) (100.0) (24.4) (75.6) (100.0)

8,480 77.0 36,320 83.4 44,800 82.1 12,030 75.9 38,990 79.3 51,020 78.5
(18.9) (81.1) (100.0) (23.6) (76.4) (100.0)

2,360 21.4 5,670 13.0 8,040 14.7 3,120 19.7 7,300 14.8 10,430 16.0
(29.4) (70.5) (100.0) (29.9) (70.0) (100.0)

180 1.6 1,550 3.6 1,730 3.2 680 4.3 2,890 5.9 3,570 5.5
(10.4) (89.6) (100.0) (19.0) (81.0) (100.0)

資料：農林水産省統計部「新規就農者調査」　　

注：１　集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しないことがある。

　　２　割合の計が100％とならないのは、四捨五入によるものである。

　　３　構成割合列の（ ）値は、各年における男女比である。

　　４　平成22年値の新規参入者については、東日本大震災の影響で調査不能となった岩手県、宮城県及び福島県の全域並びに

　　　青森県の一部地域を除いて集計している。

　　５　平成27年値の新規自営農業就農者及び新規雇用就農者については、本調査の母集団としている2015年農林業センサスに

　　　おいて、東日本大震災の影響で福島県の一部地域の調査を実施できなかったため、当該地域は含まれていない。

　　６　平成27年値の新規参入者については、熊本地震の影響で調査票の回収が不能となった熊本県の４農業委員会（市区町村）

　　　を除いて集計している。

　　７　平成26年調査から、新規参入者については、従来の「経営の責任者」に加え、新たに「共同経営者」を含めた。
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６－(3)　新規自営農業就農者数の推移（平成22年、27年）

人 人 人 人 人 人
計 8,480 36,320 44,800 12,030 38,990 51,020
　49歳以下 1,960 8,950 10,910 3,130 9,400 12,530
　50～59 1,770 5,910 7,680 2,330 5,820 8,150
　60～64 3,310 14,060 17,370 3,230 11,690 14,920
　65歳以上 1,440 7,400 8,840 3,340 12,080 15,420

構成比（％）
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
　49歳以下 23.1 24.6 24.4 26.0 24.1 24.6
　50～59 20.9 16.3 17.1 19.4 14.9 16.0

　60～64 39.0 38.7 38.8 26.8 30.0 29.2

　65歳以上 17.0 20.4 19.7 27.8 31.0 30.2

資料：農林水産省統計部「新規就農者調査」　　

注：１　統計表の数値については、集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しないことがある。

　　２　平成27年値については、本調査の母集団としている2015年農林業センサスにおいて、東日本大震災の影響で福島県

　　　の一部地域の調査を実施できなかったため、当該地域は含まれていない。

区 分

平成22年 27

女 男 計女 男 計

Ⅰ 日本の農業構造と女性

(3) 新規自営農業就農者数

平成27年の新規自営農業就農者数は、平成22年と比べ男女ともに増加している。
女性の年齢別割合では、49歳以下と65歳以上の階層が増加している。
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活躍する女性の取組（新規就農者、経営者） 

消費者の方々のたくさんの笑顔と
売上げ目標達成を目指して 
～将来は米粉加工品製造、通信販売の導入も～ 

滋賀県甲賀市  山崎容子さん 
ゆかりさん  千尋さん  百恵さん 

○経営の概要 
 私たち一家は、大規模専業農家で、約
41haの耕地に、米、麦、大豆を主体に野菜、

花きの作付けを行うなど、複合経営に取り組
んでいます。水稲生産においては、40チャン

ネルの色彩選別機を導入した大型調整施設
を所有し、集落内外の農家や組織から乾燥
調製作業を一手に引き受けています。 
  近年、父（経営主・常雄さん）が花き部門

の経営権を（次女）千尋に譲り、（長女）ゆか
り、（次女）千尋、（三女）百恵の三人で、経
営方針などを話し合いながら経営していると
ころです。 
  千尋は認定農業者で、家庭科１種免許を

持ち、ゆかりはフォークリフトや溶接免許を
持っているのに加え、今現在はフラワーアレ
ンジメントの資格取得に臨んでいます。 
 
○取組の動機 
  自宅が大規模専業農家であることから、 
三人とも子どもの頃から農業に慣れ親しみ、 
父が大怪我（脊髄骨折）を負ったことを契機
に、両親を助けたいと、本格的な就農に至る
こととなりました。田植えは、８条植えの田植
機で、20haを超える面積を三人（三姉妹）の

みで行っており、花き部門以外の作業にお
いても、主力として大きな役割を担っていま
す。 

○取組の特徴（創意工夫） 
 切り花及びフラワーアレンジメントした花き 
を販売するにあたり、他の農 
家との区別化を図り、独自カ 
ラーを出したいとの思いから、 
千尋と百恵の名前を元に 
「ちいもも」という独自ブランド 
名（愛称）を付け、さらに切り 
花の小菊三色パックの包装 
資材には、華やかなピンクのラッピングシー
トを使用。また、踊り葉牡丹を使った寄せ植
えやフラワーアレンジメントでは、大好きな猫
をモチーフにした値札や、おしゃれな形状の
鉢、竹筒やつる性の鉢など様々を鉢を使用
し        しています。固定客もできて、

消       消費者の方々からの要望に応
え       えることが大変になってきてい
ま       ます。 
 
○苦労したこと 
  就農したことで、苦労したという思いはな

いものの、花によっては、彼岸やお盆、年末
年始の最も引き合いの強い需要期に、天候
により開花期がずれ、十分な出荷量を確保
できない時があります。そのため、消費者の
方々の求めに応じることができず、とても残
念です。 
○抱負 
  父の売上げにはとても追いつくことはでき

ないけれど、花き部門において売上げを今
の二倍にすることを目標にし、さらには米粉
を使ったパンやケーキなどの製造・販売や、
販売形態に「通信販売」を取り入れるなど、
新たな分野への取組みを進めたいと思って
います。そして、生産する品々で今日強力な
モチベーションである消費者の方々のうれし
そうな笑顔をたくさん増やしていきたいと思っ
ています。 
 
 
 
 
 
 
 

踊り葉牡丹の 
フラワーアレンジメント 

ピンクのラッピングシートを 
使用した小菊三色パック 

長女ゆかりさん（左）と母容子
さん（右） 

甲賀忍ねぎの出荷前処理をする 
三女百恵さん（左）と次女千尋さん（右） 

猫モチーフの「ちいもも」値札 

おしゃれな 
フラワーアレンジメント 

［平成25年に取材］ 



６－(４)　新規雇用就農者数の推移（平成22年、27年）

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

 計 2,360 100.0 5,670 100.0 8,040 100.0 3,120 100.0 7,300 100.0 10,430 100.0

  49歳以下 1,730 73.3 4,400 77.6 6,120 76.1 2,470 79.2 5,510 75.5 7,980 76.5

50～59 340 14.4 760 13.4 1,100 13.7 380 12.2 780 10.7 1,160 11.1

60～64 220 9.3 410 7.2 630 7.8 190 6.1 510 7.0 700 6.7

  65歳以上 70 3.0 110 1.9 180 2.2 90 2.9 500 6.8 590 5.7

資料：農林水産省統計部「新規就農者調査」　

注：１　統計表の数値については、集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しないことがある。

　　２　割合の計が100％とならないのは、四捨五入によるものである。

　　３　平成27年値については、本調査の母集団としている2015年農林業センサスにおいて、東日本大震災の影響で福島県

　　　の一部地域の調査を実施できなかったため、当該地域は含まれていない。

区 分

平成22年 27

女 男 計 女 男 計

Ⅰ 日本の農業構造と女性

(４) 新規雇用就農者数

平成27年の新規雇用就農者数は、10,430人で、平成22年と比べ男女ともに増加し

ている。女性の年齢別割合では、49歳以下の割合が増加している。
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5,670 
7,300 

2,360 

3,120 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成22年 27

(人)

73.3 

79.2 

14.4 

12.2 

9.3 

6.1 

3.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

22

平成27年

65歳以上

イ 年齢別割合(女）

ア 新規雇用就農者数の推移

0 10 20 4030 50 60 70 80 90 100
(％)

49歳以下 50～59 60～64

10,430

8,040

女

男

－ 16 －



６－(５)　新規参入者数の推移（平成22年、27年）

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

構成
割合

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

 計 180 100.0 1,550 100.0 1,730 100.0 680 100.0 2,890 100.0 3,570 100.0

  49歳以下 80 44.4 870 56.1 940 54.3 480 70.6 2,040 70.6 2,520 70.6

50～59 50 27.8 320 20.6 370 21.4 80 11.8 310 10.7 390 10.9

60～64 30 16.7 200 12.9 230 13.3 60 8.8 230 8.0 290 8.1

  65歳以上 20 11.1 170 11.0 190 11.0 60 8.8 320 11.1 380 10.6

資料：農林水産省統計部「新規就農者調査」　

注：１　統計表の数値については、集計値の原数を下１桁で四捨五入しており、合計と内訳の計が一致しないことがある。

　　２　割合の計が100％とならないのは、四捨五入によるものである。

　　３　平成22年値は、東日本大震災の影響で調査不能となった岩手県、宮城県及び福島県の全域並びに青森県の

　　　一部地域を除いて集計している。

　　４　平成27年値は、熊本地震の影響で調査票の回収が不能となった熊本県の４農業委員会（市区町村）を除いて

　　　集計している。

　　５　平成26年調査から、新規参入者については、従来の「経営の責任者」に加え、新たに「共同経営者」を含めた。

区 分

平成22年 27

女 男 計 女 男 計

Ⅰ 日本の農業構造と女性

(5) 新規参入者数

平成27年の新規参入者は、3,570人であった。女性の年齢別割合では、49歳以下

の割合が大きく増加している。

６ 新 規 就 農 者
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活躍する女性の取組（新規参入） 

放し飼いの安全でおいしい卵を 
目指して～新規養鶏農家～ 
愛知県稲沢市 安田博美さん 

○経営の概要 
・祖父江の平飼い自然卵「歩荷」 
・代表：安田 博美 
 （安田ご夫妻が営む養鶏場） 
・養鶏（もみじ：3,000羽） 
・生産農家から産みたて自然卵の直送 
 （北は北海道から南は沖縄まで） 
 
○自然卵「歩荷」のスタート 
 昔から食べることが好きで、色々な食べ物
を取り寄せることなどを行っているうちに、安
心なものは何かに疑問を持ちました。安心な
ものについて、色々調べていたところ自らが
新規に農家になれることを知り、自分自身で
安全なものを作りたいと思い、養鶏場の経営
を決意しました。 
 そして、１年間の研修期間を経て、就農支
援制度を利用し、「祖父江の平飼い自然卵
「歩荷」」をスタートしました。 
 しかし、養鶏場の開業までには色々な苦労
があり、なかでも、土地については、なかな
か見つからず、地域によっては、悪臭などの
問題が懸念され、受け入れてもらえないこと
や「趣味で鶏を飼うのか」「農家なんかできる
のか」など言われました。 
 その時、祖父江町の姉のお義父さんから、
計画を理解して土地を譲ってくれたおかげで
養鶏場を開くことができました。 
 
 

  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○取組の特徴 
 生産性を重視するのではなく、安心して食
べるよう、安全でおいしい卵の生産に取り組
んでします。 
【健康的な飼育環境】 
 鶏たちは、土の上で、太陽の光と自然の風
を感じて自由に動き回り、地面に穴を掘って
砂浴びをして、のびのびとストレスの無い生
活を送っています。鶏たちは、卵を産みたく
なると自分でネスト（巣箱）に入り、自然でお
いしい卵を産みます。 
【鶏たちの食べる餌】 
 鶏の餌は、健康を第一に考え、遺伝子組
換え作物は使用していません。今では、飼料
米も導入しております。 
 飼料米の導入にあたっては、飼料米を作っ
てくれる農家を探すのが大変だったことや飼
料米の給餌による個性ある卵として出荷で
きるようテストを重ね現在に至っています。   
【衛生管理の徹底】 
 衛生管理の徹底に努めた結果、平成19年
７月に「飼養衛生管理モデル農場」に認定さ
れ、さらに、本年１月に「農業HACCP推進農
業」に指定される養鶏場になりました。      
  
○抱負 
 生き物を飼育しているため、休み無しの毎
日がつづきますが、昔の人に戻ったと思いな
がら、体の動く限り消費者の方が安心して食
べていただける卵の生産を続けて行きたい
です。 
 
 
 

  

  

 
 
 
 
 
 
 

  

 昔、人々にとってとても貴重であった塩など
を背中にかついで海辺の村から都や町まで運ん
だ人たちのことを「歩荷」と呼ばれていたこと
を知り、安心して食べることのできる安全な食
べ物を消費者の方届けたいことと、一歩づつ確
実にやっていきたいと考え、「歩荷」という名
前がついた。 

○「歩荷（ぼっか）」の由来 

平飼い鶏舎内 

［平成25年に取材］ 



 ６－(6)　中学校・高校新規学卒者の農業への就業状況の推移（平成22～27年）

単位：人、％　

174,055 177,967 181,650 189,065 188,207 193,897

1,801 (100.0) 1,808 (100.0) 1,841 (100.0) 1,745 (100.0) 1,659 (100.0) 1,687 (100.0)

409 (22.7) 440 (24.3) 483 (26.2) 458 (26.2) 456 (27.5) 452 (26.8)

1,392 (77.3) 1,368 (75.7) 1,358 (73.8) 1,287 (73.8) 1,203 (72.5) 1,235 (73.2)

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

注：１　各年ともその年３月に中学・高校を卒業したものについて５月１日現在で調査したものである。

　　２　就職進学者を含む。
　　３  うち農業への就職者数には、中卒の林業・漁業への就職者数及び高卒の林業就職者数を含む。
　　４　表中の（ ）値は、各年におけるうち農業への就職者数を100％としたときの男女比である。
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中学校・高校新規学卒者の農業への就業状況の推移

中学校・高校の新規学卒者の農業への就業状況は、1,700～1,800人程度で推

移している。また、27年の女性の農業への就職者全体に占める割合は26.8％と

なっている。

６ 新 規 就 農 者

(6) 中学校・高校新規学卒者の農業への就業状況

Ⅰ 日本の農業構造と女性
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